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梅
雨
口月
け
で
。■
本
番
Ｌ
餐
入
″

会

う
人
ご
と
に
「
晃

レ‐
な
た

」
と
ぁ

い
さ

つ
乞

が
わ
す

よ

う
に
は

り
去

し
た

。
一涌
鳳
護
を
濠

ι‐
鮨
め
ま

し
た

バ
‐
を

っ

こ
冬
春

で
出

し
っ
ぱ
た

し
た
毎

り
そ

フヽ
で
す
。
水
往
額
彗
か

つ
（言

幕

だ

気
を

つ
け

て
、
お

週

（こ

く
だ
す
」
ぃ
。

雷
で
ダ
ウ
ン
？
”
■
行
政
無
線

市
・得
橋
管
理
属
伊
ら
「
商

実
行
政
無
線
の
球
障
に
つ
い
て

」
ど
い
う
通
伸
が
あ
り
ま
し
た
。

ク
日
曖
臼
（
士
）
夕
方
に
発

生
し
た
墓
雷
に
よ
り
市
婿
所
に

誠
置
し
て
し、
多
腰
た
様
盤
畿

の
ア
ナ
Ｑ
γ
基
盤
が
故
障
し
，

並
稽
で
き
毎
く
毎
ぅ
た
と
り
つ

こ
と
で
す
。
一
３
盤
鷺
Ｌ
ウ

崎
集
無
観
拡
声
７
ナ
ロ
グ
子
島

７θ
属
て
７
ナ
ロ
グ
戸
別
ｅ
僣
権

２
３
に，イ台
が
３
日
間
け
で
層
た

ち
＜
毎
り
ま
し
た
。

塩
”緑
送
移
格
ロギ
署
一ｏ
７
サ
ロ

グ
碁
讐
乞
替
理
し
て
、
お
Ｇ
略

時
環
りに
奪
隠
し
表
）
だ
。

喜
彙
款

塚
累
セ
＞
ク
ー
か
ら

、

ｒ
壁
季
喜
馨
早
面
の
で
繁
に
つ

レ‐
て
」
」黎
管
が
お
ゾ
ま
し
た
。

大
集
か
養
仕
し
た
の
は
、
髪
争

診
静
請
者
の
２
ト
ル
の
ペ
ッ
ウ

ー
阜
（
ム
Ｌ
，
ス
専
）
て
聾
義

手
ヒ
２
た
Ｑ
撃
本目
樫
箋
牛

な
っ
た
と
の
近
で
可

２３
０
■
年
律
０
爵
豹
分
頃
、

中
た
島
の
中
営
記
莉
駄
団
地
で

作
業
員
２
人
が
ペ
ン
鳳
‘‐、ト
ーレ

の
塀
暴
作
業
中
に
、
学
撫
運
転

席
薇
那
か
ら
自
煙
か
ヽ
産
し
、

き
じ
唱
り
、
そ
の
直
縁
嬌
糞
一

や
士
だ
っ
た
て
フ
で
■

墾
韓
早
は
講
出
し
，
２
人
の

作
業
曇
も
最
裁
結
民
へ
０
響
警

713/_。

↓
０
り
Ｑ

ま

ま
ぬ

摯
Ｆ
ｆ
」

７

り
い

マ
マ

穆ゝi⌒ 暑

fi(登ξゝ桑
f瓢 ＼`」
・  :よ

市
の
収
集
車
。作
業
中
Ｌ

９
用
‘
ａ
（
水
）
お

ヽ
環
サ
一
ｔ
離
が
っ海
ビ

利
メ

建ヽ
Ｆ
恭
オ
、力
υ　
ご

し
魂
毎
ｋ
ノ
　
９
ヽ
）
政
イ
ヽ
ぼ
Ｒ
　
て

Ｌ

ヽゝ
ク
　
　
ー
４

｀
ジο″ヽ 卜lκ馴ミt/●

'ヽ

んにちは
報
ヽ
覇

ぶ
だ
ず
墓
撃

と
日
本

い
僣
割

げ
　

中
栗
が
サ
受
区

に
イ
丞

フ

畿

エ
ル
地
上
軍
伊
侵
攻
，
市
民

γ
な
が
ザ
地
区
は
巨
大
な
監
獄

ツ
て
化
し
た

。
■
ン
プ
ト
と
の

ン
濃

こ
．
募
め

に
配

ぼ

軍
車
力
終
潅
恭
ザ
も
こ
え
な
ヽ

戦
争
性
今
す

直ゞ
ち
に
国
際

海
貧
、
日
本
体
付
ぴ
ぼ人
で
）√

げ
ず
支
祥
い
晨
前
緯
で
Ｊ
／
τ

Ｋ
く
珍
ふご
デ
＞⊂旨

晶
抵
蒻
簿
に

(■ の 29)

ρ

ｒ
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盤
葉
山
公
園
施
設
り
藝
番
進
む

９
月
２
８
（
資
）
市
・
鉾
囲

緑
地
課
か
ら
「
秋
葉
山
貧
囲
―

ふ
詩
０
■
―
の
リ
ミ
ュ
ー
ア
ル

に
っ
い
て
、
施
誠
ｔ

新ヽ
し
オ

ー
プ
ノヽ
レ
孝
す
″
」
と
い
人，／た

基
ａか
届
き
ま
し
た
。

公
囲
φ
尭
朽
化
に
伴
レ‐
再
管

備
讐
言

行
っ
て
い
ま
す
。
ト

イ
レ
、義
百
本ｔ
は
じ
が
海
紹
ｔ

一新
し
，
そ
の
“
風
埋
の
改
書

》
‐
簾
愛
的
に
由
緒
ふ
Ｂ
場
所

で
あ
３
と
い
う
こ
と
８
ま
す
解

凱

誓

警

哩
し
て

ｒ

ｔ

替

法
塚
商
ω
縁
た
霞
し
な
ぜ

虻

ユ
禽
黎
る
の
申

町
・
歯
入
Ｔ
倉
考
ん

に
整
絲
ｔ

ｒ
が
け
て

ば
二
耽

ま
た

，
和
数
山
市
咆
城
誌
争
計

凸
に
ょ
ソ
警
雪
蒔

一
蓄
ξ
難
場

時
に
も
描
鶯
さ
ネ
て
い
３
（）ヒ

か
ら
山
頂
ば
必

削
ょ
り
た
い
ス

ペ
ー
ス
ｏ
奢
地
ｔ
確
繰
し
‐
日

府
黛
寄

ど
し
て
剰
個
浮
ま

す
…
ヒ
ｏ
説
朝
で
、
９
伺
／
日

（
金

）
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
す
３
と
申
つ
一ヽ
と
で
■

２
ｏ
／
／
年
７
日
に
日
中
京

修
協
会
が
官
権
し
た
「基
寧
夏
」

業
あ
て
承
巷
蒸山
散
策
」
喧
参
加

し
た
こ
と
か
ら
、
日
年
ｑ
日
市

議
含
で
私
、
ひ
あ
け
は
一
書
管

悶
で
、
整
某
山
公
Ｑ
い
晨
想
て

き
な
い
属
塑
台
ｏ
整
備
、壌
家

ｔ
ま
ま
ま
置
エ
ネ
コ
ケ
碁
し
た

７
ヌ
レ
チ
ッ
ク
施
郭
の
筆
ぶ
膠

で
Ｌ
雫
牟
し
、
当
届
は
改
暑
ξ

榛
計
下
３
と
懲
年
し
ま
し
た

そ
索
，
ょ
っヽ
ド
く
改
善
半
ユ
た
一

こ
と
は
う
索
し
い
こ
と
で
す
′．

〓
ん
日
本
共

学
結
政
権
お
倒
で
★
闇
甦

日
本
葉
底
党
の
出
下
ま
し

キ
盪
ｏ艶
島
長
は
２
日
、
口
貧

内
で
工
者
会
見
し
、
応
薇
和

夫
一奎
畳
涙
が
砲
創
登
性
周
年

十
脊
轟
瑣
袋
で
「申
務
政
権

持
仰
の
回
民
的
太
理
節
」
ｔ

呼
び
，
け
た
こ
と
に
対
し
、
い

ち
い
う
ね
固
棒
・
個
人
か
ら
「

痣
、
て
ま
し
た
」
行
で
大
い
Ｃ

惣
迎
の
声
か
寄
さ
ら
女
て
い
る

ヒ
述
べ
、
「中
喀
改
権
打
倒
の

一
点
で
０
野
党
間
の
共
鰤
ｔ
追

求
し
た
い
」
こ
飛
明
し
ま
し
た
。

山
Ｔ
苦
記
属
長
は
、ヽ
集
曰
的

自
窃
縫
行
縫
容
認
‐‐
海
外
で
戦

魚
番
も
回
づ
く
り
ｔ
ス
ト
ッ
７

さ
せ
、
斗
縄
Ｃ
米
阜
旨
さ
受
を

⊃
＜
こ
き
行
い
た
た
か
い
ず

邁
葺
減
増
談
率
帝
ゆ
薇
劉
尊

悪
静
る
の
塁
走
か
ら
国
民
①

く
ら
し
ｔ
守
あ
た
た
か
で

疇
養
セ
ロ
の
日
本
を
麒
さ
す

還
勧
梅
と
で
の
「
一
点
文
賜

」
ｔ
義
ф
縁
な
つ
、
そ
な
つ

が
守
蛭
鶴
一打
例
の
自
亀
の

大
ぜ
多
ヘ
ヒ
合
流
し
て
い
く
一

よ
少
ケ
て
し
二
奮
限
し
た
い

と
強
調
し
ま
し
た
。

圏
∵
ビ
ｔ
の
圧
着
豆
鷺
揃
度

「
括
気
よ
３
維
午
よ
い
邪
腋

山
ホ
ｔ

つ
く
３
含

」
の
市
長
選

誉
袋
本
啓
↑
普
再
編
Ｐ
つ
県

山
ｏ
簿
施
ギ
ュ
を
懇
今
し
ま
亀

①
螺
型
晴
は
、
通
喰

”
入
虜
ヒ

ｔ
認
挙
前
ま
で
「
謄
得
制
限
赫

ソ

（
牛
人
世
帯

で
８
６
０
万

）

の
お
町
村
め
ギ
準
　
○
銀

の
前

得
射
限
ｔ
は
ギ
す
！
上
８
田
叶
～

○
県

て
目
む
酢
得
制
鰻
で
過
暁

体
配
彰
ユ劇
、
ハ
院
僣
小
す
ま

で

，‥
和
彙
山
、
劇
不
〓

．
な
”田
、
ロ

望
市
、
ｏ
治
得
刹
唯
な
し
で
、

通
院
は
記
挙
詢
　
入
院
は
中
卒

ま
で
…
海
薄
、
新
官
市

、
曲
奉

野
．
０
県

と
同
じ
所
得
制
限
て

通
碗
・入
暁
が
ｆｌ、卒
群
で
…
格

本
止
靭
焉

‘
ｏ
蒼
録
利
限
侮

し
に
壺
統
′
λ
院
げ
く―‐卒
…
か

つ
ら
ず
．
白
率
町
、
０
前
得
殉

聴
鷺
じ
で
爵
畷
鰺
‐―、事
、
入
燒

は
空
ギ
‥
な
の
出
市
、
ｏ
県
ヒ

固
じ
前
感
前
限
で
還
吟
・入
眈

押
綸
奉
―
す
さ
絆
町
‐
煎
賃
利

限
侮
し
で
通
晩
´
入
晩
が
甲
予

ｉ
鴛
姜
野
，
た
摩
山
三
墨
野
、

遭゙
マ
由
測
、
有
９
１‐―
‐
毛
警

曰
ふ
、出
安
、
外
毎
べ
ｔ
押
智

畔
輩
、十
地
革
黒
喧い
瞥

僣

環
払
い
て
批
山
討
ｔ
前
得
制
限

毎
し
で
週
協
″
卜
諺
プ
奉

ま

で
…
日
高
―――
．
印
静
町
。
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